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【背景と目的】  

WHO によると一般人の精神疾患患者に対する烙印であ

る社会的スティグマの付与は世界的な問題であり、受診

の妨げになっている。中でも統合失調症患者に対する社

会的スティグマは高い。また、医療者の精神疾患患者に

対する社会的スティグマ付与に関連するネガティブな態

度についても明らかになっている。看護師の統合失調症

患者に対する態度についての海外研究では、個人として

共感の少ない看護師はネガティブな態度を示していた。

共感よりも広い概念に自己と他者の感情を認識し, 表出す

ることにより調整を図る感情知性がある。これは個人の

感情についての知能であり、看護実践における根拠や知

識を示す。また、環境面では、ポジティブな態度を示し

ていた職場では，看護師の優れた学識と態度が他のスタ

ッフにも伝播され、全体としてポジティブな態度になっ

た職場の組織風土について考察されていた．そこで統合

失調症患者に対する看護師の態度について個人要因であ

る感情知性と環境要因である職場の組織風土を概念枠組

みとし、関連を調査した。 

【方法】 

１ 研究デザイン  

横断研究で相関関係的デザインである。 

２ サンプルサイズ 

必要なサンプルサイズは effect Size=0.2 として以下の

計算式で計算し、393であった。 

N＞２〔
(Z2α+Z２β）

Effect Size
〕２＝393  

Alpha error (α=0.05､Z２α=1.96)   

Beta error (β=0.2､Z２β＝0.842)  

３ 調査対象 

  国内の中でも都心に焦点を絞り、一般科病床看護師と

精神科病床看護師の態度を調査するため都内の２つの大

学病院と精神科病院に勤務する看護師を対象とした。全

ての看護師を対象とし、除外基準は設定しなかった。 

４ 調査期間  

2019年 5月下旬から 2020年 3月上旬の 2週間行った。 

５ 調査方法 

病棟ごとに無記名式質問紙と研究についての説明書、

シールのついた封筒を一組にして配布した。 

６ 調査内容 

１）統合失調症患者に対する態度は 18itemスケールを使

用した。これは、医療者の統合失調症患者に対するステ

ィグマ付与に関連するネガティブな態度を測定する尺度

で、医療者としての側面と社会人としての側面を測定す

る。18 項目あり 2 値で測定する。得点が高い程スティグ

マ付与に関連するネガティブな態度が高いことを示す。 

２）感情知性については、Wong と Law の Emotional 

Intelligence Scale (WLEIS)を使用した。他者の情動評価な

どを 7 段階で測定し、得点が高い程感情知性が高いこと

を示す。今回は５段階で評価した。  

３）スタッフの意見が尊重されず、物事の判断が特定の

重要人物の価値観に偏る組織風土を測定する属人組織風

土尺度を使用した。これは 5 項目 5 段階評価からなり，

平均値の 13.8 より高いと物事の判断が特定の重要人物の

価値観に偏る傾向を示す。 

５ 分析方法 

 独立変数を一般科病床・精神科病床看護師、年齢、性

別、婚姻状況、勤務年数、精神疾患患者ケア経験年数、

職位、学歴、地域で暮らす精神疾患患者との交流の有無、

感情知性、属人組織風土とし、従属変数を統合失調症患

者に対する態度とした。Shapiro-Wilk正規性の検定より態

度について正規性はみられなかった。しかし、本研究で

は、サンプル数が大きいことからパラメトリック検定を

行った。基本属性については性別などの名義レベルにつ

いても各尺度との相関を Pearsonの相関係数で分析した。

その後、階層的重回帰分析を行った。 

本研究は,東京医科歯科大学倫理審査委員会の承認を得

て実施した（承認番号 M2018-299）。 

【結果】 

対象者 1499 名に質問紙を配布し、そのうち欠損のない

788 名を分析対象とした（有効回答率 53％）。尺度の信

頼性は、18item スケールは Cronbach α＝.558、ω 係数.69

であった。感情知性はα＝.894、属人風土尺度はα＝.854

であった。2 変量による分析では、基本属性と統合失調

症患者に対する態度には相関がみられなかった。 

感情知性尺度と統合失調症患者に対する態度の尺度の

相関は r=－.1 (p=.005)であった。属人組織風土と態度の尺

度では、p=.000, r=.211で正の相関を示した。 

階層的重回帰分析では、モデル 1 で相関分析と先行研

究から関連性があるとされていた学歴や勤務年数、職位

などを投入した。次にモデル 2 で感情知性を投入し、モ

デル 3 で属人組織風土を投入した。調整済みＲ二乗の値

は、モデル 1 では.027、モデル 2 では.035、モデル 3 で

は.066 を示した。モデル 3 で精神疾患患者ケア経験年数

(β=-.094, p=.046)と職位 (β=-.119, p=.004)がそれぞれ負の相

関を示し、属人組織風土(β=.186, p=.000)が正の相関を示

した。感情知性については、モデル 2 までは(β=-.094, 

p=.009)と負の相関がみられたが、モデル 3 では関連がみ

られなかった(β=-.065, p=.069)。 

【考察】 

本結果から統合失調症患者に対するスティグマ付与に

関連する態度は、看護師の個人要因である感情知性より

も環境要因である職場の組織風土と関連があり、環境要

因の影響がある可能性が示唆された。しかし、偏回帰係

数および決定係数の値は非常に小さく、本研究において

はサンプルサイズが大きいために、臨床的にあまり有意

味ではないにもかかわらず統計的に有意になった可能性

がある。また統合失調症患者に対する態度の尺度の信頼

性も低かったため、今後、より適切な態度に関する尺度

の選定、分析方法に応じた必要なサンプルサイズの計算

およびノンパラメトリックの分析方法の検討も含め、さ

らなる検証が必要である。 
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